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Mereotopology is a topologically extended version of mereology, which is endowed with features of 
modal algebras. It is already shown that mereology contains Aristotelian syllogism, so it is rather 
natural to surmise that mereotopology should have mereological counterpart for Aristotelian modal 
syllogism. In the followings we will show that our above conjecture is right because some, but 
indispensable part of modal syllogism has in fact many desirable mereotopological properties. We will 
show a list of theses of mereotopology, each of which corresponds to a formula of modal syllogism. 
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Aristotelian Logic, AL をメレオロジーによって解
釈し、幾つかの結果を導いた i。他方で、アリスト
テレス的論理の拡張たるべきアリストテレス的様






































レス的論理 AL はメレオロジーCM であるから、そ












(AMT.1)  ix<x 
(AMT.2)  iix=ix 
(AMT.3)  ix×iy=i(x×y) 
(AMT.4)  ∼i∼x<>y → x<>∼i∼y 
定義 
(DMT.1)  cx := ∼i∼x 
(DMT.2)  Dxy := x<iy 
(DMT.3)  Cxy := x<>cy 
(DMT.4)  Exy := x><cy 
(DMT.5)  Rxy := x>iy 
 





直観的には、D は内的部分、C は接触を表す iv。 
さらに、MT の存在から示唆されるように、メレ
オトポロジー的述語 D や C にもとづく理論があり
うる。ある意味ではこちらこそがメレオトポロジー
であるとも言えよう。見方を変えれば、D や C に




(AD.1) Dxy → x<y 
(AD.2) x<y ∧ Dyz ∧ z<w → Dxw 
(AD.3) Dxy ∧ Dxz → Dx(y×z) 
(AD.4) Dxy → D∼y∼x 
(AD.5) Dxy → ∃z (Dxz ∧ Dzy) 
定義 




(AC.1) Cxy → Cyx 
(AC.2) C(x+y)z ↔ Cxz ∨ Cyz 
(AC.3) ¬Cxy → ∃z (¬Cxz ∧ ¬C∼zy) 
(AC.4) x<>y → Cxy 
定義 
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これまでの MT の検討から、述語 D、C、E、R





















Dxy Ex∼y  Dx∼y Exy 




¬x<>∼y ¬x>y ¬x<>y ¬x>∼y 




x<>y x>∼y x<>∼y x>y 
¬Dx∼y ¬Exy  ¬Dxy ¬Ex∼y 









(1.1) x<y → ∀z (Dzx → Dzy) 
(1.2) x<y → ∀z (Czx → Czy) 
(1.3) x<y → ∀z (Dyz → Dxz) 




帰結する。(1.3)と代入より x<y → (Dy∼z → 
Dx∼z)。対偶より x<y → (¬Dx∼z → ¬Dy∼z)。D
による C の定義より x<y → (Czx → Czy)。■ 
 
(1.4)の証明： 
必要性：Dxy → ∀z (Czx → z<>y)は、(1.2)と
同値であることを示す。まず x<y → ∀z (Czx → 
Czy)。変項を書き換えて z<y → ∀x (Cxz → Cxy)。
C の対称性より z<y → ∀x (Czx → Cxy)。D に
よるCの定義から z<y → ∀x (¬Dz∼x → ¬Dx∼y)。
対偶より z<y → ∀x (Dx∼y → Dz∼x)。代入より
z<∼y → ∀x (Dxy → Dz∼x)。CM の述語の書き換
えより z><y → ∀x (Dxy → Dz∼x)。論理より
z><y → (¬Dxy ∨ Dz∼x)（量化子省略）。論理よ
り z><y → ¬(Dxy ∧ ¬Dz∼x)。対偶その他より
Dxy ∧ ¬Dz∼x → z<>y。D による C の定義より
Dxy ∧ Czx → z<>y。論理よりDxy → ∀z (Czx → 
z<>y)（量化子回復）。■ 
十分性：∀z (Czx → z<>y) → Dxy が定理であ
ることを示す。 
補題：Cxy → ∃z (Czx ∧ z<y)を示す。Cxy と
する。C の対称性より Cyx。CM の公理より y<y。
よって Cyx ∧ y<y。ゆえに∃z (Czx ∧ z<y)。ゆえ
に Cxy → ∃z (Czx ∧ z<y)。■ 
補題より、DによるCの定義より¬Dx∼y → ∃z 
(Czx ∧ z<y)。対偶より¬∃z (Czx ∧ z<y) → Dx∼y。
論理より∀z (Czx → z>y) → Dx∼y。CM の述語
の書き換えより∀z (Czx → z<>∼y) → Dx∼y。代















(1) ϕyz ∧ ψxy → χxz (2) ϕzy ∧ ψxy → χxz 


















































1 2 3 4 
































(1) ϕyz ∧ ψxy → χxz (2) ϕzy ∧ ψxy → χxz 


















































1 2 3 4 




































のパターンは四つある。式 1 から 8 のあいだにな
りたつ論理的関係は四つに分類できるのである。こ


















第一の場合 a に属する派生群は 2、36、76、100、
130、146、194、204、228 の九つである。第二の
場合 b に属する派生群は 6、40、80、104、134、
164、232 の七つである。第三の場合 c に属する派
生群は 1、35、75、99、203 の五つである。第四の
場合 d に属する派生群は 168、180、210 の三つで
ある。 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(4.1) y<z ∧ x<y → Dxz 














また、y が z の部分であり、かつ x が y と接してい






y<z ∧ x<y → Dxz とする。代入より∼y<∼z ∧  
x<∼y → Dx∼z。対偶その他より z<y ∧ ¬Dx∼z → 
¬x<∼y。定義より z<y ∧ Cxz → x<>y。ゆえに 





(4.3) x<y → Dxy 











































z<y かつ y<x とする。Dxz と仮定する。前提よ







て、少なくとも 184 個ある。 




























x y z x y z 
(4.1)の反証モデル (4.2)の反証モデル 
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Łukasiewicz, J., 1957, Aristotle’s Syllogistic: From the 
Standpoint of Modern Formal Logic, 2nd ed., Oxford: 
Clarendon 



















                                                     
i SAITO (2011) 
ii SAITO (2015a) 
iii Łukasiewicz (1957) 
iv 詳細は SAITO (2015a, 2015b, 2016)をみよ。 
v SAITO (2016)で多少詳しく述べた。 
vi Cf. McCall (1963, 33-36) 
vii SAITO (2015b) 
viii 詳細は SAITO (2015b)をみよ。 
ix Casati、Varzi らのメレオトポロジー研究に現れ
る式であるが、その妥当性は裏付けられた。ただし、
彼らの議論には補足が必要に思われる。 
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